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平成２４年度 

推 薦 入 試 試 験 問 題 

（生活科学科 食物栄養専攻） 

 

注 意 事 項 

１ 解答は，すべて解答用紙に横書きで記入してください。 

２ 解答用紙は２枚あるので，どちらかを下書きとして使用してください。 

３ 解答用紙の提出用・下書き用はいずれも回収します。 

４ 受験票とこの問題用紙は持ち帰ってください。 
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 課 題  

 

資料の京都新聞の記事，および図１～３を踏まえて，学生・若者の食生活の現状，その背景，

将来への影響，改善の方法について，800 字以内で述べなさい。 

 

【省略】 
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                        （『京都新聞』2011 年３月 14 日より） 

 

図１ 習慣的に朝食をほとんど食べない者の割合（20 歳以上） 
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図２ 習慣的に朝食を欠食している者における，朝食欠食が始まった時期（20 歳以上） 

      

6.4 6.3

26.3
18.9

17.2

14.1

50.1
60.7

0

20

40

60

80

100

男性 女性

20歳以降

高校を卒業した頃から

中学，高校生の頃から

小学生の頃から

※習慣的に朝食を欠食している

者：「ふだん朝食を食べますか」

の問いに対し、「週２～３日食べ

ない」「週４～５日食べない」「ほ

とんど食べない」と回答した者

 

（%） 

（%） 

ころ 

 

【省略】 
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図３ 習慣的に朝食を欠食している者における，朝食を食べるために必要な支援内容 

（20 歳以上，複数回答）
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（図１～３は厚生労働省『平成 21 年国民健康・栄養調査結果』，平成 22 年 12 月 7 日，  

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000000xtwq.html より作成） 
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